
第73回高知県中学校総合体育大会・大方中学校出場決定（土佐西南大規模公園サッカー場にて）
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議長・副議長 就任挨拶

一般会計 補正予算5千万円弱増額

森林環境譲与税の基金条例制定

介護保険料軽減 第３段階まで拡充

町政を問う！ 10議員が一般質問

令和元年5月臨時会

令和元年6月定例会

議会だよりNo.53
ケーブルテレビでは議会の生放送・再放送に加え、議会の紹介コーナーも放送されています。



　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま

す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
平
素
よ
り
議
会
に
ご
支
援
並
び

に
ご
協
力
を
頂
き
誠
に
あ
り
が
た
く
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
５
月
８
日
の
初
議
会
に
お
き
ま
し

て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
頂
き
、
私
た
ち

が
正
副
議
長
の
任
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
、

大
変
光
栄
に
思
う
と
と
も
に
、
責
任
の
重

さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
５
月
１
日
に
、
元
号
も
平
成
か
ら

令
和
に
な
り
新
し
い
時
代
を
迎
え
、
黒
潮

町
議
会
も
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
新
体
制
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

地
方
創
生
に
お
け
る
、
黒
潮
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
も
今
年
で
５
年

目
に
突
入
し
、
大
き
な
局
面
を
迎
え
る
時

期
に
来
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
、
議
会

と
し
て
の
機
能
を
十
分
発
揮
し
、
黒
潮
町

の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
、
し
っ
か
り
と

　
　し

た
方
向
づ
け
を
し
て
い
く
こ
と
が
議
会

の
大
き
な
使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
議
長
、
副
議
長
と
し
て

全
力
を
傾
け
、
議
場
の
秩
序
保
持
に
努
め
、

何
事
も
中
立
の
立
場
で
物
事
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
心
掛
け
、
幅
広
い
住
民
の
声
を

正
し
く
反
映
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
、
公
正
か
つ
円
滑
な
議

会
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
就

任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
元
年
６
月
吉
日議　

長　

小
松　

孝
年

副
議
長　

中
島　

一
郎

議
長
、
副
議
長
就
任
の
挨
拶

―

議
会
運
営
を
リ
ー
ド
す
る

―

﹇
17
Ｐ
に
新
常
任
委
員
会
の
紹
介
を
﹈

議
会
運
営
委
員
会
を

　
　
　
　
　

紹
介
し
ま
す

黒潮町議会議長

小松　孝年

黒潮町議会副議長

中島　一郎

宮川德光　澳本哲也　矢野依伸

○山本久男　◎池内弘道　宮地葉子
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令和元年 6月定例会

　６月７日から１３日まで開催。令和元年度補正予算２件、条

例の制定1 件、一部改正1 件、議員提出議案２件が提案され、全

議案が可決・承認された。

　また、一般質問では１０議員が町政への質問・提案をした。

　

４
８
１
８
万
円
を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
総
額
を
98

億
６
６
１
８
万
円
と
す
る
も
の
。

　

概
要
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
へ
の
積
み
立
て
１
１
０
０
万
円
、
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

１
４
２
４
万
円
、
臨
時
職
員
等
の
経
費
１
５
０
８
万
円
の
増
額
補
正
が
主
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

事
業
の
財
源
は
、
国
、
県
の
補
助
金
や
地
方
債
を
活
用
し
、
一
般
財
源
分
は
森
林
環
境
譲
与
税
基

金
な
ど
の
繰
り
入
れ
に
よ
り
対
応
を
し
、
収
支
の
調
整
は
財
政
調
整
基
金
の
繰
り
入
れ
で
対
応
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

可
決
︵
全
員
︶

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

５
千
万
円
弱
の
増
額 

総
額
98
億
円
余
に

森
林
環
境
譲
与
税
基
金
１
１
０
０
万
円
積
立
て

町
長
提
出
議
案

●
一
般
会
計
補
正
予
算

○
国
庫
支
出
金
７
９
９
万
円

○
県
支
出
金
　

３
８
２
万
円

○
繰
入
金
　

３
２
３
６
万
円

○
町
債
　
　
　

４
０
０
万
円

■
森
林
環
境
譲
与
税
基
金

１
１
０
０
万
円

主
な
補
正

︵
△
は
減
額
︶

歳
　

出

　

今
年
度
か
ら
交
付
と
な
る

森
林
環
境
譲
与
税
を
い
っ
た

ん
基
金
に
積
み
立
て
た
後

に
、
森
林
の
整
備
な
ど
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
行
う

事
業
に
要
す
る
経
費
に
充
当

し
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
使

途
を
明
確
化
す
る
た
め
の
も

の
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出

金
　
　
　
　

１
４
２
４
万
円

　

消
費
税
率
変
更
に
よ
る
低

所
得
者
保
険
料
軽
減
強
化
に

伴
う
公
費
負
担
分
と
、
そ
れ

　

に
係
る
シ
ス
テ
ム
改
修
費
な

ど
に
よ
る
も
の
。

■
臨
時
職
員
雇
用
賃
金

１
５
０
８
万
円

　

緊
急
的
人
員
確
保
す
る
た

め
の
も
の
。

■
加
持
本
村
地
区
排
水
路
設

計
委
託
費
　
　

４
０
０
万
円

　

高
知
県
の
行
う
治
山
事
業

に
伴
う
流
末
処
理
を
、
町
が

実
施
す
る
た
め
の
経
費
。

歳
　

入
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●
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条

例
の
制
定

　

森
林
の
整
備
に
関
す
る
施

策
な
ら
び
に
森
林
の
整
備
を

担
う
べ
き
人
材
の
育
成
お
よ

び
確
保
、
森
林
の
有
す
る
公

　

益
的
機
能
に
関
す
る
普
及
啓

発
や
木
材
の
利
用
の
促
進
な

ど
、
森
林
の
整
備
の
促
進
に

関
す
る
施
策
に
要
す
る
経
費

の
財
源
に
充
て
る
た
め
の
基

金
の
設
置
。

　  
可
決
︵
全
員
︶

●
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正

　

法
改
正
に
よ
り
、
低
所
得

者
の
保
険
料
軽
減
強
化
が
図

ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
黒
潮

町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
。可

決
︵
全
員
︶

●
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制

定
に
関
す
る
意
見
書

　
　
　
　
　

提
出
議
員

　
　
　
　
　
　
　

小
永
正
裕

　
　
　
　
　

賛
成
議
員

　
　
　
　
　
　
　

山
﨑
正
男

　

過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置

法
が
10

年
の
時
限
立
法
と
し

て
制
定
さ
れ
た
が
、
現
在
は

５
年
の
時
限
立
法
と
な
っ
て

い
る
。
令
和
３
年
で
今
の
５

年
期
限
が
切
れ
る
予
定
と
な

っ
て
お
り
、
過
疎
対
策
に
は

必
要
で
あ
り
意
見
書
を
提
出

す
る
も
の
。

可
決
︵
全
員
︶

●
﹁
沖
縄
県
民
を
先
住
民
族

と
認
め
て
保
護
す
べ
き
﹂
と

の
勧
告
の
撤
回
を
求
め
る
意

見
書

　
　
　
　
　

提
出
議
員

　
　
　
　
　
　
　

中
島
一
郎

　
　
　
　
　

賛
成
議
員

　
　
　
　
　
　
　

池
内
弘
道

　

日
本
政
府
は
、
日
本
に
は

先
住
民
族
は
、
ア
イ
ヌ
以
外

は
存
在
し
な
い
と
否
定
し
続

け
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
に

３
回
も
同
様
の
趣
旨
の
勧
告

が
国
連
に
出
さ
れ
た
。

　

私
た
ち
の
祖
国
日
本
が
永

遠
に
繁
栄
す
る
た
め
に
は
、

こ
の
よ
う
な
間
違
っ
た
国
連

勧
告
を
撤
回
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

よ
っ
て
、
国
連
各
委
員
会

の
誤
っ
た
認
識
を
正
し
、
勧

告
を
撤
回
さ
せ
る
よ
う
強
く

要
請
す
る
も
の
。可

決
︵
多
数
︶ 　

　
　
　
　

反
対
議
員

　
　
　
　
　 　  

宮
地
葉
子

　　　　　　

沖
縄
の
人
は
、日
本
は
本
土

と
言
う
。
沖
縄
は
本
土
と
は

全
く
違
う
歴
史
が
あ
り
、
琉

球
国
と
言
っ
て
古
く
は
明
国

（
現
在
の
中
国
）
等
と
経
済
交

流
が
あ
る
独
立
し
た
国
で

あ
っ
た
。

　

長
い
間
の
歴
史
か
ら
風
土

も
文
化
も
違
い
、
長
年
の
暮

ら
し
の
中
で
作
り
上
げ
て
き

た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

（
独
自
性
、
自
己
認
識
）
も
勿

論
違
う
。
し
か
し
今
は
れ
っ

き
と
し
た
日
本
国
民
で
あ
る

が
、
彼
ら
が
先
住
民
族
で
あ

る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。

　

違
い
は
違
い
と
し
て
認
め

る
こ
と
は
差
別
で
は
な
く
、

お
互
い
の
違
い
を
認
め
合
っ

て
こ
そ
、
本
当
の
民
主
主
義

だ
と
思
う
。

　

そ
れ
が
基
本
で
あ
り
、
沖

縄
県
民
を
先
住
民
族
と
認
め

て
保
護
す
る
べ
き
勧
告
を
、

撤
回
す
る
こ
の
意
見
書
に
は

反
対
す
る
。
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子ども達も一緒に山の整備

討　

論

森
林
整
備
の
施
策
と

人
材
育
成
お
よ
び
確
保 条

例
の
制
定
と
一
部
改
正

議
員
提
出
議
案

低
所
得
者
の

　

保
険
料
軽
減
強
化



委員長 宮川 德光
みやがわ のりみつ

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
２

議
案
（
●
印
）は
審
査
の
結
果
、

共
に
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
な

っ
た
。

●
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条

例
の
制
定

　

当
初
予
算
時
に
は
、
こ
の

森
林
環
境
譲
与
税
は
、
交
付

　
金
と
し
て
そ
の
ま
ま
一
般
会

計
に
入
り
、
執
行
す
る
形
を

と
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
使

途
の
明
確
化
を
図
る
た
め
に

一
旦
基
金
に
積
み
立
て
て
か

ら
、
取
り
崩
し
て
当
該
年
度

に
執
行
す
る
よ
う
に
と
の
国
、

県
よ
り
の
指
示
が
あ
り
、
今

回
、
こ
の
基
金
条
例
を
制
定

す
る
も
の
。

●
令
和
元
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

　
■
町
債　
　
　

４
０
０
万
円

　

県
の
事
業
で
加
持
本
村
地

　
区
の
裏
山
の
保
安
林
の
崩
れ

の
防
止
、
土
砂
止
め
等
を
含

め
て
処
理
を
す
る
治
山
工
事

に
伴
う
流
末
の
工
事
を
、
町

が
負
担
す
る
も
の
。

　

委
員
か
ら
、
県
工
事
に
伴

う
流
末
の
工
事
で
町
負
担
と

の
こ
と
だ
が
、
持
ち
出
し
は

必
要
か
と
の
質
問
が
あ
り
、

県
の
事
業
で
保
安
林
の
治
山

工
事
が
あ
っ
た
場
合
、
住
宅

区
域
内
の
流
末
に
つ
い
て
は
、

町
の
施
工
と
な
っ
て
い
る
た

め
と
の
こ
と
。

　

場
所
は
、
集
落
の
東
側
。
今

回
は
測
量
、
設
計
の
予
算
で
、

工
事
費
に
つ
い
て
は
、
１
千

万
円
以
上
か
か
る
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
れ
も
含
め
て
起
債
、

合
併
特
例
債
を
充
て
る
計
画

と
し
て
い
る
。

■
森
林
環
境
譲
与
税

　
　
　
　
　

１
１
０
０
万
円

　

当
初
予
算
で
、
交
付
金
と

し
て
新
た
な
森
林
環
境
シ
ス

テ
ム
な
ど
に
様
々
な
使
途
が

確
定
を
し
て
い
る
が
、
今
回
、

森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例

が
制
定
さ
れ
れ
ば
、
こ
の
交

付
金
を
基
金
に
積
み
立
て
て

お
き
、
そ
の
後
、
基
金
繰
入
金

で
予
算
が
充
当
さ
れ
る
形
に

な
る
た
め
の
補
正
。

　

な
お
、
こ
の
譲
与
税
は
、
年

額
で
、
令
和
元
年
度
か
ら
令

和
３
年
度
ま
で
は
１
１
０
０

万
円
、令
和
４
年
度
か
ら
令

和
６
年
度
ま
で
は
１
６
０
０

万
円
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
か
ら
、

森
林
環
境
税
（
仮
称
）
の
新
設

に
よ
り
、
個
人
住
民
税
の
均

等
割
の
納
税
者
に
対
し
て
年

間
１
千
円
が
付
加
さ
れ
て
徴

収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

　

委
員
か
ら
、
こ
の
譲
与
税

は
拡
大
解
釈
を
す
る
と
、
地

籍
調
査
事
業
に
も
使
え
る
と

思
え
る
が
、
線
引
き
を
し
て

使
わ
な
い
よ
う
に
と
の
意
見

が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
譲
与

税
の
期
間
と
環
境
税
と
し
て

確
定
を
し
た
後
の
期
間
と
の

　　

２
段
階
に
分
か
れ
て
お
り
、

環
境
税
は
完
全
目
的
税
と
な

る
の
で
、
国
か
ら
厳
し
い
指

導
、
制
限
が
か
か
る
。
譲
与
税

の
う
ち
は
、
環
境
税
の
額
の

確
定
ま
で
の
間
は
基
本
的
に

は
自
由
に
使
っ
て
い
い
と
い

う
形
だ
が
、
税
が
重
複
す
る

形
に
な
っ
て
く
る
た
め
、
明

ら
か
に
林
業
振
興
と
い
う
目

的
に
合
致
し
た
使
途
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
住
民
に
説
明

が
出
来
る
よ
う
に
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

委
員
会

委
員
会
の

う
ご
き

う
ご
き

委
員
会

委
員
会
の

う
ご
き

う
ご
き

委
員
会
の

う
ご
き

総務

教育

常
任
委
員
会

森
林
環
境
譲
与
税
の
基
金
条
例
制
定

基
金
条
例
制
定
で

　 

使
途
の
明
確
化
を

県
の
治
山
工
事

　 

流
末
は
町
負
担
で

条
例
制
定
に
伴
う

　 　
予
算
の
組
替
え

黒潮町は、土地面積の８割ほどを林野面積が占め、その７割弱

が民有林となっている。こうした状況下、創設された「森林環境

譲与税」による林業振興に大きな期待がかかる

歳
　

出

歳
　

入
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去
る
６
月
15

日
、
入
野
海
岸
の
﹁
海
の
バ
ザ
ー
ル
﹂
に
、
１

０
０
台
ほ
ど
の
オ
ー
ト
バ
イ
が
集
結
し
た
。
暴
走
族
で
は

な
い
。
世
界
中
に
１
０
０
万
人
と
も
い
わ
れ
る
ハ
ー
レ
ー

ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
の
、
国
内
︵
約
３
万
人
︶
の
会
員
が
や
っ
て

来
た
。
早
朝
か
ら
の
雨
で
、
出
足
は
決
し
て
良
く
は
な
か
っ

た
が
、
昼
頃
に
は
雨
も
上
が
り
参
加
者
は
、
雄
大
な
太
平
洋

を
眺
め
た
り
、
昼
食
を
と
っ
た
り
楽
し
ん
で
い
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
の
積
み
重
ね
が
大
切
だ
と
感
じ
た
。

　

今
後
も
、
黒
潮
町
フ
ァ
ン
を
増
や
し
、
交
流
人
口
の
増
加

か
ら
町
内
人
口
の
増
加
へ
と
つ
な
げ
た
い
。

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
３

議
案
は
審
査
の
結
果
、
全
て

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
な
っ
た
。

●
令
和
元
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

■
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出

金　
　
　
　

１
４
２
４
万
円

　

国
庫
負
担
金
の
軽
減
と
し

て
１
３
６
３
万
円
、
事
務
シ

ス
テ
ム
改
修
費
と
し
て
60

万

円
計
上
し
た
も
の
。

■
保
健
セ
ン
タ
ー
臨
時
職
員

賃
金　
　
　
　

２
１
６
万
円

　

職
員
が
産
休
の
た
め
、臨
時

職
員
で
対
応
。来
年
３
月
ま
で

の
９
カ
月
間
雇
用
す
る
も
の
。

■
臨
時
職
員
雇
用
賃
金

１
５
０
８
万
円

　

今
年
度
５
月
末
ま
で
に
、

職
員
が
２
名
退
職
し
て
い
る

な
ど
、
緊
急
的
人
員
を
確
保

す
る
た
め
の
も
の
。

■
県
工
事
排
水
流
末
処
理
工

事　
　
　
　
　

４
０
０
万
円

　

加
持
本
村
地
区
排
水
路
設

計
委
託
料
と
し
て
計
上
し
た

も
の
。

■
子
育
て
包
括
相
談
員
賃
金

１
２
１
万
円

　

当
初
、
非
常
勤
と
し
て
雇

用
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
雇

用
形
態
が
変
わ
り
、
臨
時
職

員
と
し
て
雇
用
す
る
も
の
。

●
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
　

今
ま
で
第
９
段
階
の
保
険

料
の
内
、
第
１
段
階
の
み
保

険
料
が
軽
減
さ
れ
て
い
た
が
、

今
回
の
改
正
で
第
３
段
階
ま

で
保
険
料
の
軽
減
が
広
が
っ

た
た
め
の
も
の
。

　
　

●
令
和
元
年
度
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
出
の
１
２
１
万
円
は
、

10

月
に
消
費
税
引
き
上
げ
と

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
の
た

め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
と
し
て

計
上
。

　

歳
入
は
低
所
得
者
の
保
険

料
軽
減
化
が
図
ら
れ
、
市
町

村
が
低
所
得
者
の
保
険
料
を

軽
減
し
た
場
合
、
減
額
し
た

保
険
料
の
総
額
を
一
般
会
計

か
ら
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ

る
仕
組
み
が
創
設
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
。

委員長 澳本 哲也
おくもと てつ や

産業

厚生

建設
 

常
任
委
員
会

 

介
護
保
険
料
軽
減 

第
３
段
階
ま
で
拡
充

交
流
人
口
増
加

雨
の
早
朝

雨
の
早
朝

雨
の
早
朝

昼間、快晴の入野海岸
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第
１
順
位

　
　

黒
潮
町
佐
賀
２
４
１
７
番
地
27

大
　

谷
　
　

清
　

水

第
２
順
位

　
　

黒
潮
町
入
野
６
５
３
６
番
地
２

曽
　

根
　
　

省
　

子

第
３
順
位

　
　

黒
潮
町
入
野
５
２
８
１
番
地
３

松
　

本
　
　
　
　

二

第
４
順
位

　
　

黒
潮
町
不
破
原
１
３
４
番
地

大
　

塚
　
　

一
　

福

　

任
期
は
、
前
任
者
の
期
間
を
引
継
ぎ
、
令

和
４
年
５
月
15

日
ま
で
。

︻
専
決
処
分
の
承
認
１
︼

●
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
、
平
成
31

年
３

月
29

日
に
交
付
さ
れ
、
４
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
所
得
の
向
上
等
に

つ
い
て
も
、
４
月
１
日
か
ら

の
施
行
が
必
要
と
な
り
専
決

処
分
を
行
な
っ
た
の
で
、
議

会
に
報
告
す
る
と
共
に
承
認

を
求
め
る
も
の
。承

認
（
全
員
）

　︻
専
決
処
分
の
承
認
２
︼

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
等
の
政
令
が
、
平
成

31

年
３
月
29

日
に
交
付
さ
れ
、

４
月
１
日
か
ら
の
施
行
に
伴

い
、
基
準
課
税
額
の
限
定
額

等
に
つ
い
て
国
民
健
康
保
険

　

税
条
例
の
一
部
も
、４
月
１

日
か
ら
施
行
が
必
要
と
な
り

専
決
処
分
を
行
な
っ
た
の
で
、

議
会
に
報
告
す
る
と
共
に
承

認
を
求
め
る
も
の
。

承
認
（
全
員
）

●
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
等
が
、
平
成
31

年
３
月
29

日
に
公
布
さ
れ
、

６
月
１
日
か
ら
の
施
行
に
伴

い
、
黒
潮
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
。

可
決
（
全
員
）

●
黒
潮
町
長
及
び
副
町
長
の

給
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
制
定

　

平
成
31

年
４
月
９
日
付
、

懲
戒
免
職
処
分
と
し
た
職
員

が
起
こ
し
た
不
祥
事
に
対
し
、

そ
の
管
理
責
任
を
負
う
町
長
、

及
び
副
町
長
の
処
分
を
行
な

う
た
め
の
条
例
制
定
。

　

内
容
は
、
６
月
か
ら
８
月

ま
で
の
３
カ
月
間
、
町
長
が

20

％
、
副
町
長
が
10

％
の
減

給
。

可
決
（
多
数
）

●
黒
潮
町
長
及
び
副
町
長
の

給
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
制
定

　

平
成
31

年
４
月
18

日
黒
潮

町
議
会
議
員
選
挙
の
期
日
前

投
票
所
に
お
い
て
、
有
権
者

30

人
の
投
票
が
無
効
票
と
な

っ
た
こ
と
に
対
し
、
そ
の
任

命
責
任
を
負
う
町
長
、
及
び

副
町
長
の
処
分
を
行
な
う
た

め
の
条
例
制
定
。

　

内
容
は
、
９
月
か
ら
11

月

ま
で
の
３
カ
月
間
、
町
長
が

20

％
、
副
町
長
が
10

％
の
減

給
。

可
決
（
多
数
）

議
選
監
査
委
員
を

　
　
　

選
任
し
ま
し
た

黒
潮
町
入
野

２
５
９
４
番
地
１
　
　

小
永
　

正
裕

　

任
期
は
、
令
和
元
年
５
月

８
日
か
ら
令
和
５
年
４
月
30

日
ま
で
。

　

こ
の
度
、
小
永 

正
裕
議
員

が
、
左
記
の
と
お
り
高
知
県

町
村
監
査
委
員
協
議
会
か
ら

長
年
の
功
績
に
よ
り
表
彰
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
紹
介

し
ま
す
。

黒
潮
町
選
挙
管
理
委
員
の

　
　
　

補
充
員
を
選
び
ま
し
た

町
長
提
出
議
案

令
和
元
年
５
月
８
日

第
１
回 
臨
時
会
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改
善
が
待
た
れ
る
佐
賀
漁

港
明
神
泊
地
の
排
水
口

　

  

命
令
が
あ
っ
て
戦
争
に

行
き
、
尊
い
命
を
失
っ
た
方

や
ご
遺
族
に
対
し
、
行
政
が

思
い
や
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て

当
然
。
深
い
考
え
も
あ
る
と

思
う
が
、
遺
族
会
と
ど
の
よ

う
な
協
議
を
し
て
い
る
か
。

　

駐
在
員
制
度
を
作
り
、
町

の
責
任
で
墓
地
の
管
理
を
、

ま
た
平
和
公
園
に
関
す
る
条

例
を
作
っ
て
恒
久
の
平
和
を

願
う
こ
と
が
私
た
ち
の
務
め

で
は
な
い
か
。

　

令
和
元
年
こ
そ
決
断
の
時
、

見
通
し
は
、
い
つ
頃
か
。

　  
大
西 
町
長

　

遺
族
会
は
高
齢
化
に
伴
い

弱
体
化
し
て
お
り
、
今
後
の

協
議
に
あ
ま
り
時
間
的
余
裕

が
な
い
。
目
指
す
の
は
活
動

の
継
続
も
し
く
は
承
継
す
る

こ
と
で
事
前
の
策
と
し
て
、

支
部
の
統
合
や
独
自
の
枠
組

み
で
の
存
続
な
ど
に
つ
い
て

意
見
を
述
べ
さ
せ
て
頂
い
た
。

　

次
回
、
協
議
に
た
た
き
台

　

を
用
意
し
、
着
地
に
向
け
た

提
案
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

　

遺
族
会
と
し
て
の
取
り
ま

と
め
で
き
な
い
か
時
間
的
猶

予
が
十
分
に
な
い
た
め
、
取

り
急
ぎ
協
議
を
詰
め
た
い
。

　

  

介
護
職
員
養
成
事
業
の

進
捗
、
及
び
研
修
の
情
報
は

ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
。

　

ま
た
、
公
共
的
団
体
へ
協

力
要
請
し
た
か
。

　  
川
村 
健
康
福
祉
課
長

　

介
護
職
員
初
任
者
研
修
指

定
通
知
が
あ
り
次
第
、
住
民

を
初
め
各
介
護
事
業
所
、
あ

っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

等
関
係
部
署
に
も
幅
広
く
公

募
す
る
。

　

受
講
料
は
町
内
住
民
２
万

円
、
町
外
３
万
円
で
、
資
格
取

得
後
は
町
内
事
業
所
の
専
門

職
と
し
て
ご
活
躍
頂
き
た
い
。

　

公
共
的
団
体
に
対
し
人
材

確
保
の
協
議
を
し
た
。

　

  

佐
賀
漁
港
明
神
泊
地
の

排
水
口
の
改
善
に
よ
り
、
防

災
力
を
向
上
す
る
た
め
の
調

査
業
務
の
進
捗
を
問
う
。

　  

今
西 

海
洋
森
林
課
長

　

佐
賀
市
街
地
の
雨
水
や
生

活
用
水
が
佐
賀
漁
港
内
の
泊

地
に
流
れ
込
ん
で
い
る
。
近

く
に
は
伊
与
木
川
が
流
れ
て

　　　

  

用
地
買
収
中
の
地
区
は

い
つ
事
業
認
可
を
受
け
て
い

る
か
。

　

買
収
計
画
面
積
に
対
し
買

収
済
の
土
地
は
何
割
か
。

　

い
つ
見
直
し
す
る
か
。

お
り
集
中
豪
雨
等
の
時
、
河

川
の
水
位
よ
り
海
面
潮
位
が

高
く
逆
流
し
内
水
氾
濫
が
起

こ
り
、
被
害
が
発
生
し
て
い

る
。

　

地
権
者
や
地
域
の
住
民
、

関
係
機
関
等
と
協
議
し
、
事

業
採
択
に
向
け
て
努
力
す
る
。

　  

門
田 

産
業
推
進
室
長

　

直
近
の
変
更
認
可
は
、
平

成
30

年
２
月
28

日
事
業
認
可

区
域
内
の
面
積
２
０
４
万
８

９
０
０
㎡
。
こ
の
内
、
買
収
済

面
積
26

万
４
２
０
０
㎡
で
12

・

９
％
。

　

住
民
説
明
会
用
の
資
料
作

成
の
準
備
を
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
行
政
の
説
明
責
任
等
に
つ

い
て

問

答

答

矢野 昭三 議員
や　の しょうぞう

遺
族
会
と
の
協
議
の
進
捗
は

 

次
回 

着
地
に
向
け
た
提
案
を

遺族会・墓地

問

問問 答

答

町政町政
問う問う！！
を町政
問う！！
を

一般質問

１０議員が質問・提案を

佐
賀
地
区
の
忠
魂
墓
地

介
護
職
員
養
成

　
　
　

の
進
捗

 

県
へ
指
定
申
請

　
　
　

準
備
中

介護福祉

明
神
排
水
口

　

調
査
事
業
は

採
択
目
指
し

　

協
議
し
努
力

防　　災

都
市
公
園
の

　

現
状
見
直
し
は

今
年
度
に

　

説
明
会
の
予
定

地域振興
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黒
潮
町
の
こ
れ
か
ら
の

産
業
を
考
え
る
と
、
外
国
人

労
働
者
の
受
け
入
れ
は
必
要

に
な
っ
て
く
る
。
当
町
の
外

国
人
受
け
入
れ
の
歴
史
か
ら

見
て
外
国
人
の
生
活
の
現
状

と
、
こ
れ
か
ら
の
受
け
入
れ

の
中
で
住
宅
問
題
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
う
が
、
町

営
住
宅
や
空
き
家
対
策
で
体

制
づ
く
り
が
で
き
な
い
か
。

　

 
 

今
西 

海
洋
森
林
課
長

　

５
月
30

日
現
在
で
住
民
登

録
し
て
い
る
外
国
人
は
、
１

４
８
名
。
生
活
環
境
の
実
態

　
把
握
ま
で
は
し
て
い
な
い
が
、

事
業
主
や
施
設
管
理
者
と
の

協
議
の
中
で
現
地
を
調
査
し

た
こ
と
は
あ
る
。
県
に
５
月

31

日
に
外
国
人
相
談
セ
ン
タ

ー
が
オ
ー
プ
ン
し
、
外
国
人

が
相
談
で
き
市
町
村
と
連
携

し
て
日
々
の
生
活
に
つ
い
て

の
体
制
作
り
は
で
き
て
い
る
。

町
と
し
て
関
係
各
課
と
連
携

の
も
と
何
が
で
き
る
か
対
応

し
て
い
き
た
い
。
事
業
主
の

方
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
場
合
、

関
係
者
と
連
携
相
談
体
系
を

構
築
し
な
が
ら
誠
意
を
も
っ

て
対
応
し
て
い
く
。
町
営
住

宅
の
入
居
に
つ
い
て
は
条
例

に
基
づ
き
資
格
要
件
を
満
た

し
て
い
れ
ば
外
国
人
の
方
も

入
居
で
き
る
。
少
子
高
齢
化

が
進
む
中
で
人
手
不
足
の
た

め
外
国
人
労
働
者
を
雇
用
し

て
い
る
事
業
主
も
年
々
住
宅

の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
お

り
、
町
と
し
て
も
重
要
な
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、
事
業
主
と
関
係
各
課

で
協
議
を
し
て
い
く
。

　

 
 

西
村 
企
画
調
整
室
長

　

現
在
、
町
が
取
り
組
ん
で

い
る
空
き
家
対
策
、
定
住
促

進
住
宅
は
外
国
人
労
働
者
へ

の
住
宅
提
供
と
は
目
的
が
違

う
。
空
き
家
の
情
報
提
供
は

で
き
て
も
仲
介
等
は
し
て
い

な
い
現
状
。
空
き
家
所
有
者

と
直
接
交
渉
と
な
る
。
労
働

力
不
足
の
た
め
、
今
後
、
外
国

人
労
働
者
の
雇
用
は
益
々
増

え
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な

く
、適
切
な
宿
泊
施
設
、
住
宅

の
確
保
は
必
要
に
な
っ
て
来

る
。事
業
主
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
こ
れ
か
ら
町
が
で
き

る
こ
と
を
協
議
、
検
討
し
て

い
く
。

　

ま
ず
町
が
目
指
す
こ
と
は
、

共
生
社
会
で
あ
る
と
思
う
。

外
国
人
が
住
み
良
い
町
づ
く

り
、
お
互
い
の
文
化
を
知
り

合
い
な
が
ら
理
解
し
合
う
こ

と
が
必
要
だ
と
思
う
。

　

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入

れ
に
は
様
々
な
課
題
が
あ
る

が
課
題
解
決
に
向
け
て
対
応

策
を
検
討
し
て
い
く
。

　

  

大
方
中
学
校
音
楽
教
室

の
差
別
落
書
き
か
ら
見
え
て

き
た
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
る

と
思
う
が
、
こ
れ
か
ら
の
取

り
組
み
は
。

　

 
 

藤
本 
教
育
次
長

　

今
回
の
差
別
落
書
き
に
よ

り
、
多
く
の
生
徒
、
保
護
者
、

地
域
の
皆
様
の
心
を
傷
つ
け

て
し
ま
い
深
く
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。
見
え
て
き
た
課

題
は
、
各
学
校
の
人
権
教
育

の
取
り
組
み
の
弱
さ
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
部
落
差
別
を

過
去
の
も
の
と
し
て
捉
え
、

現
在
の
部
落
差
別
が
存
在
し

て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い

な
い
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分

の
も
の
と
し
て
捉
え
、
怒
り

を
持
っ
て
人
権
問
題
に
立
ち

向
か
っ
て
い
け
る
人
権
教
育

を
す
す
め
て
い
く
た
め
に
も
、

教
職
員
の
意
識
改
革
が
必
要

で
あ
り
、
研
修
会
の
あ
り
方

を
再
度
検
討
す
る
。
課
題
を

克
服
す
る
た
め
に
、
人
権
教

育
推
進
計
画
の
見
直
し
を
図

る
。
具
体
的
に
は
、
部
落
差
別

に
正
面
か
ら
向
き
合
い
ど
う

行
動
す
る
か
、
主
体
的
に
考

え
、
反
差
別
の
行
動
化
を
実

践
で
き
る
教
育
内
容
を
検
討

す
る
。
保
護
者
や
地
域
の
皆

様
、
企
業
に
対
し
て
も
、
情
報 

　

発
信
や
人
権
研
修
会
な
ど
の

活
動
も
促
進
し
て
い
く
。
今

後
は
町
と
し
て
、
部
落
差
別

解
消
推
進
法
を
は
じ
め
、
人

権
施
策
基
本
方
針
、
人
権
尊

重
の
町
づ
く
り
条
例
を
基
本

に
人
権
意
識
を
高
め
施
策
を

推
進
す
る
こ
と
で
部
落
差
別

を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る

差
別
の
早
期
解
決
に
努
め
る
。

答

答

答

問

問

見
え
た
課
題
に

 

ど
う
取
り
組
む

人
権
教
育
推
進

 
 

計
画
を
見
直
す

部落差別問題

澳本 哲也 議員
おくもと てつ や

受
入
れ
態
勢
の
充
実
を

 
共
生
社
会
を
目
指
す

外国人労働者

縫製業も外国人の労働力が不可欠
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浅野 修一 議員
あさ の しゅういち

　

  

佐
賀
保
育
所
と
く
じ
ら

保
育
所
の
定
員
は
80
名
で
、

ど
ち
ら
も
一
部
、
も
し
く
は

全
体
で
定
員
に
達
し
よ
う
と

し
て
お
り
、
保
護
者
の
方
は

保
育
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

　

執
行
部
の
考
え
と
対
策
は
。

　  

畦
地 

教
育
長

　

定
員
に
は
、
認
可
定
員
と

利
用
定
員
の
２
種
類
が
あ
る
。

　

認
可
定
員
は
、
保
育
所
施

設
の
設
置
時
に
、
法
に
基
づ

き
認
可
さ
れ
た
定
員
を
要
領

で
定
め
た
も
の
。
一
方
、
利
用

定
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

　
に
つ
い
て
認
可
定
員
の
範
囲

内
で
毎
年
度
設
定
す
る
こ
と

が
で
き
、
利
用
状
況
を
反
映

　

し
設
定
す
る
こ
と
が
可
能
な

定
員
。
黒
潮
町
全
体
で
は
、
認

可
定
員
３
８
０
人
に
対
し
、

３
２
０
人
の
利
用
定
員
を
設

定
し
て
お
り
、
現
在
、
２
７
９

名
の
児
童
が
入
所
し
て
い
る

の
で
、
認
可
定
員
に
対
し
約

１
０
０
人
、
利
用
定
員
に
対

し
て
は
約
40

人
の
余
裕
が
あ

る
。佐
賀
、く
じ
ら
保
育
所
は
、

　

認
可
、
利
用
定
員
と
も
に
80

人
。
仮
に
、
定
員
に
達
し
た
後

に
入
所
希
望
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
他
の
保
育
所
へ
の
入

所
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

る
。　

　

  

保
育
所
お
よ
び
小
中
学

校
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の

現
状
と
今
後
の
対
応
は
。

　  
藤
本 
教
育
次
長

　

現
在
、
保
育
所
、
小
中
学
校

に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
な

い
が
、
今
年
度
、
三
浦
小
学
校

と
佐
賀
駅
近
く
の
２
ヵ
所
で

申
請
し
て
い
る
。
防
犯
カ
メ

ラ
に
は
、
学
校
施
設
へ
の
侵

入
者
を
監
視
す
る
防
犯
シ
ス

テ
ム
（
施
設
の
長
寿
命
化
が

条
件
）
と
、
市
街
地
に
設
置
す

る
、
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
と
子

ど
も
見
守
り
カ
メ
ラ
が
あ
る
。

防
犯
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

国
庫
補
助
３
分
の
１
が
適
用

さ
れ
、
後
者
は
、
県
か
ら
２
分

の
１
の
補
助
が
あ
る
。カ
メ

ラ
１
台
は
60

万
円
。
街
頭
防

犯
カ
メ
ラ
は
、
補
助
金
の
対

象
者
が
防
犯
活
動
に
取
り
組

む
組
合
、
も
し
く
は
団
体
な

ど
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
が
設
置
す
る
場
合
は
子
ど

も
見
守
り
カ
メ
ラ
と
し
て
設

置
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

今
後
も
カ
メ
ラ
の
増
設
に

向
け
検
討
を
進
め
た
い
。

　

  

入
野
松
原
キ
ャ
ン
プ
場

北
の
大
橋
か
ら
弘
野
地
区
へ

の
道
を
整
備
で
き
な
い
か
。

　

被
災
時
に
避
難
道
と
し
て

有
効
で
あ
り
、
ま
た
平
時
に

は
遊
歩
道
と
し
て
活
用
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

　  
徳
廣 
情
報
防
災
課
長

　

弘
野
地
区
の
西
側
に
つ
い

て
は
、
土
佐
西
南
大
規
模
公

園
区
域
と
な
っ
て
お
り
、
災

害
後
に
お
け
る
応
急
期
の
各

種
機
能
配
置
の
検
討
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。
発
災
後
の

使
用
に
つ
い
て
は
、
公
園
管

理
者
、
高
知
県
で
具
体
的
な

協
議
を
進
め
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
弘
野
地
区
の
県
有
地

に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災
計

画
で
は
避
難
場
所
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ア
ク

セ
ス
で
き
る
経
路
か
ら
避
難

さ
れ
る
方
は
い
る
と
思
う
。

　

町
内
に
お
け
る
避
難
場
所

へ
の
経
路
と
な
る
避
難
路
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
本
年
度

の
施
工
箇
所
が
完
成
す
れ
ば

計
画
路
線
は
全
て
整
備
さ
れ

た
こ
と
と
な
る
。
完
了
後
の

計
画
外
の
新
た
な
路
線
に
つ

い
て
は
、
基
本
的
に
整
備
す

る
計
画
は
な
い
。
現
状
で
は
、

新
た
な
避
難
道
の
設
置
に
つ

い
て
は
地
区
か
ら
の
要
望
が

あ
り
、
一
定
の
整
備
す
る
条

件
が
整
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
他

の
防
災
施
策
、
ま
た
緊
急
度
、

優
先
度
に
よ
り
、
整
備
に
つ

い
て
は
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
大
橋
か
ら
弘
野
へ
の
避

難
道
に
つ
い
て
は
、
条
件
面

か
ら
困
難
と
考
え
て
い
る
。

答

答

答

防
犯
カ
メ
ラ
の

　

現
状
と
対
策
は

カ
メ
ラ
の
増
設

　

今
後
も
検
討

防犯対策

大
橋
か
ら
弘
野
へ

　
　

道
の
整
備
を

条
件
面
か
ら

 
 

困
難
と
考
え
る

防災・減災

保
育
所
の
定
員
超
過
の
対
策
は

　
　

 

入
所
定
員
に
余
裕
あ
る

子育て支援

子ども達の元気な声がひびく 黒潮町立くじら保育所

問

問

問
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修繕が待たれる蓋のない側溝

池内 弘道 議員
いけうち ひろみち

　

  

黒
潮
町
で
は
農
業
、
漁
業

に
お
い
て
、
新
規
就
農
、
新
規

就
漁
者
の
支
援
が
段
々
と
確

立
し
て
い
る
。

　

そ
の
状
況
下
、
大
工
や
左

官
な
ど
、
一
般
的
に
職
人
と

言
わ
れ
る
生
業
の
後
継
者
支

援
策
に
つ
い
て
問
う
。

　

こ
の
生
業
の
方
は
、
一
人

前
に
な
る
ま
で
に
相
当
の
年

月
が
か
か
る
職
業
で
あ
り
、

そ
の
担
い
手
を
育
成
す
る
た

め
に
は
今
か
ら
の
対
策
が
必

要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

後
継
者
の
支
援
策
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
考
え
か
。 　  

今
西 
海
洋
森
林
課
長

　

現
在
は
、
建
築
関
係
や
設

備
関
係
等
に
個
別
の
就
業
へ

の
補
助
金
制
度
は
な
い
。

　

現
時
点
で
の
取
り
組
み
は
、

人
材
の
募
集
育
成
を
中
村
高

等
技
術
学
校
と
連
携
し
て
進

め
て
お
り
、
特
に
平
成
29

年

度
に
は
、
幡
多
地
域
建
築
系

人
材
育
成
推
進
協
議
会
を
幡

多
地
区
の
市
町
村
及
び
各
商

工
団
体
、
建
築
関
係
団
体
を

含
む
17

団
体
で
設
立
し
、
各

地
域
に
お
け
る
新
た
な
人
材

の
掘
り
起
こ
し
、
育
成
、
就
職

ま
で
の
個
別
取
り
組
み
を
加

速
さ
せ
て
い
る
。

　

全
国
的
に
も
建
築
、
設
備

関
係
等
の
就
業
補
助
金
制
度

は
少
な
く
、
町
と
し
て
も
具

体
的
な
資
金
構
築
に
至
っ
て

い
な
い
が
、
卓
越
し
た
伝
統

的
な
技
術
を
残
す
べ
き
も
の

と
考
え
、
支
援
策
に
向
け
て

今
後
検
討
す
る
。

　

  

ハ
ウ
ス
整
備
事
業
の
よ

う
な
工
場
の
新
築
、
修
繕
、
ま

た
大
型
機
械
等
の
買
い
替
え

等
に
関
わ
る
補
助
金
の
施
策

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　  
大
西 
町
長

　

現
在
、
県
に
助
成
制
度
が

あ
り
、
商
工
会
を
通
じ
て
申

請
し
て
頂
い
て
い
る
。

　

県
の
総
額
予
算
の
関
係
で
、

こ
ぼ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、

町
で
再
度
、
拾
い
上
げ
る
仕

組
み
を
前
回
３
月
議
会
の
予

算
で
、
新
た
に
創
設
し
て
い

る
。
こ
れ
を
利
用
頂
い
て
、
積

極
的
に
設
備
投
資
、
或
い
は

維
持
修
繕
に
活
用
頂
き
た
い
。

但
し
、
上
限
額
が
総
額
50

万

円
と
な
っ
て
い
る
。

　

　

例
え
ば
大
型
機
械
の
購
入
、

ま
た
は
大
規
模
な
施
設
改
修

を
行
う
と
き
は
、
個
別
に
役

場
に
相
談
を
頂
き
た
い
。
直

ち
に
対
応
で
き
る
事
業
の
有

無
が
分
か
ら
な
く
て
も
、
県

や
国
に
補
助
金
制
度
の
受
け

ら
れ
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
積

極
的
に
探
し
応
対
す
る
。

　

大
き
い
設
備
投
資
に
際
し
て

は
、
商
工
会
ま
た
は
役
場
へ

相
談
を
頂
き
た
い
。

　

  

毎
年
、
地
域
か
ら
要
望
が

多
く
あ
る
地
域
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
要
望
に
か
な
う
十

分
な
対
応
が
出
来
て
い
る
か
。

　  
宮
川 
総
務
課
長

　

地
域
整
備
事
業
は
毎
年
度

各
地
域
か
ら
要
望
書
を
提
出

し
て
頂
き
、
対
応
出
来
る
か

否
か
検
討
を
行
い
、
対
応
出

来
る
事
業
の
中
で
優
先
順
位

が
高
い
も
の
か
ら
順
次
事
業

化
を
図
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
地
域
か
ら
の
要

望
の
一
部
し
か
実
施
す
る
こ

と
が
出
来
て
お
ら
ず
、
か
な

り
の
数
の
要
望
は
、
未
着
手

の
状
態
に
あ
る
。

　

ま
た
、
地
域
か
ら
の
要
望

は
、
町
道
な
ど
の
町
管
理
の

施
設
だ
け
で
は
な
く
、
国
道

や
県
道
な
ど
の
国
や
県
の
管

理
施
設
に
も
お
よ
び
、
国
や

県
に
申
請
を
行
う
と
共
に
、

早
期
の
着
工
や
改
修
な
ど
の

要
望
活
動
を
行
っ
て
、
地
域

　

の
要
望
に
対
応
し
て
い
る
。

　

町
単
独
予
算
で
行
う
地
域

整
備
事
業
は
、
こ
こ
数
年
３

千
万
円
程
度
の
予
算
規
模
だ

が
、
予
算
の
増
額
な
ど
、
地
域

の
維
持
や
活
性
化
の
た
め
、

本
格
的
な
検
討
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
次
年
度

以
降
の
予
算
協
議
の
中
な
ど

で
検
討
を
行
う
。

答

答

答

職
人
の
後
継
者
支
援
は

 

関
係
者
と
協
議
し
検
討
す
る

担い手育成問

問

問

十分な対応 出来ているか

　  予算の増額など検討

地域整備事業
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先
般
、
当
町
に
て
、
公
金

の
着
服
、
ま
た
町
議
選
の
投

票
用
紙
の
誤
交
付
と
い
う
、

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
件
や

事
故
が
あ
り
、
町
長
、
副
町
長

の
減
給
処
分
な
ど
、
残
念
な

結
果
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
原
因
と
対
策
は
。

　

  

松
田 
副
町
長

　

着
服
に
よ
る
不
祥
事
の
原

因
は
、
水
道
の
収
入
日
程
表

と
給
水
装
置
受
付
簿
の
突
合

や
在
庫
管
理
の
未
実
施
な
ど

で
、
事
件
発
覚
の
遅
延
の
原

因
に
も
な
っ
た
。

　

再
発
防
止
策
と
し
て
、
納

入
通
知
書
兼
領
収
書
の
出
納

印
を
複
数
人
で
の
確
認
や
、

在
庫
管
理
の
徹
底
な
ど
の
業

務
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
投
票
用
紙
の
誤
交

付
は
、
先
の
県
議
選
と
今
町

議
選
の
用
紙
の
同
一
保
管
庫

で
の
保
管
や
、
そ
れ
の
取
り

出
し
や
受
け
取
り
時
の
確
認

も
れ
な
ど
、
人
為
的
な
ミ
ス

が
重
な
っ
た
も
の
。

　

対
策
と
し
て
、
複
数
の
職

員
に
よ
る
確
認
や
、
上
席
の

書
記
に
よ
る
業
務
や
進
ち
ょ

く
状
況
の
確
認
な
ど
、
チ
ェ

ッ
ク
機
能
を
高
め
る
体
制
を

整
備
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
現
在
、
未
策
定
の
選

挙
事
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定

も
選
挙
管
理
委
員
会
と
確
認

を
し
て
い
る
。

　

  

開
票
時
間
が
遅
す
ぎ
る

と
し
て
改
善
を
求
め
る
声
が

住
民
か
ら
相
次
い
だ
。

　

ま
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
未
整

備
と
の
新
聞
報
道
が
あ
っ
た

が
、
認
識
と
実
態
は
。

　  
宮
川 
総
務
課
長

　

開
票
事
務
に
つ
い
て
は
、

正
確
性
を
求
め
る
あ
ま
り
時

間
が
か
か
り
過
ぎ
る
傾
向
だ

っ
た
と
認
識
を
し
て
い
る
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
、

開
票
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
従

来
か
ら
あ
る
が
、
軽
易
な
内

容
で
、
十
分
に
活
用
で
き
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

　

今
後
、
室
戸
市
な
ど
の
先

進
事
例
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を

参
考
に
し
、
本
町
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
充
実
さ
せ
、
効
率
的

で
適
正
な
事
務
従
事
を
徹
底

さ
せ
る
と
と
も
に
、
開
票
ス

タ
ッ
フ
の
連
携
な
ど
を
深
め
、

正
確
か
つ
迅
速
な
開
票
事
務

と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。　

　

  

今
６
月
、
ふ
る
さ
と
納

税
関
連
法
が
改
正
し
た
。

　

主
な
内
容
と
対
応
策
は
。

　  

門
田 

産
業
推
進
室
長

　

今
回
、
指
定
制
度
が
創
設

さ
れ
、
そ
の
基
準
に
合
っ
た

地
方
自
治
体
が
対
象
と
し
て

指
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

本
町
も
指
定
を
受
け
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
国
の
基
準
と

し
て
、「
返
礼
品
は
地
場
産
品
」

「
返
礼
割
合
を
寄
附
額
の
30

％
以
下
」
な
ど
が
あ
っ
た
が
、

今
回
、
新
た
な
基
準
と
し
て

「
寄
附
金
の
募
集
費
用
が
、
寄

附
額
合
計
の
50
％
以
下
」
が

追
加
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
今
年
度

予
算
で
試
算
す
る
と
、
寄
附

金
の
目
標
額
３
億
円
に
対
し
、

募
集
経
費
は
１
億
７
千
万
円

余
で
、
そ
の
割
合
は
57
％
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
基
準

の
50
％
以
内
と
す
る
に
は
、

　
募
集
経
費
を
約
２
千
万
円
削

減
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

対
応
策
と
し
て
、
返
礼
率

を
金
額
の
段
階
に
よ
っ
て
変

え
る
累
進
制
を
採
用
し
、
寄

附
金
額
１
万
５
千
円
未
満
が

20
％
、
１
万
５
千
円
〜
３
万

円
が
25
％
、
３
万
円
以
上
が

30
％
と
し
て
、
募
集
経
費
を

50
％
以
内
に
圧
縮
す
る
計
画

と
し
て
い
る
。

　

こ
の
他
に
も
、
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
の
運
営
会
社
や
配
送

業
者
に
対
し
て
の
価
格
交
渉

を
行
っ
て
い
く
。

答

答

答

宮川 德光 議員
みやがわ のりみつ

問

問

問

法
改
正 

内
容
と
対
応
策
は

経
費
を
制
約
、
返
礼
率
変
更
で

ふるさと納税

事件・事故の再発防止策は

　 マニュアル充実で改善を

行政運営

庁舎の顔とも言える１階窓口

付近。（上は新庁舎、右は旧庁舎）

窓口でも分かるように、新庁舎

内は各課共に旧庁舎の時より

スッキリとなっているが…

当町の返礼品NO.1はカツオのタタキ
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ふれあいサロンにて

反射神経の測定中です

　

  

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
と
は
、
団
塊
の
世
代
が
75

歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５
年

を
目
途
に
重
度
な
介
護
状
態

に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

人
生
の
最
期
ま
で
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
住
ま
い
、

医
療
、
介
護
と
介
護
予
防
、
生

活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ

れ
る
仕
組
み
を
い
う
。

　

黒
潮
町
で
も
高
齢
化
率
が

43
・
５
％
を
超
え
た
が
、
黒

潮
町
版
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
、
全

庁
的
な
取
り
組
み
を
問
う
。

　
 
 

大
西 
町
長

　

こ
れ
ま
で
各
家
庭
や
地
域

で
解
決
し
て
い
た
課
題
が
、

少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
に

よ
り
課
題
解
決
が
困
難
に
な

っ
て
き
て
い
る
現
実
が
あ
る
。

介
護
等
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
ニ

ー
ズ
は
低
下
し
な
い
が
、

支
え
る
納
税
者
は
減
少

し
て
く
る
。
今
後
は
、
リ

ス
ク
の
多
い
専
門
的
分

野
で
は
専
門
職
に
、そ
の

一
方
、
地
域
で
は
誰
か

が
誰
か
を
見
守
り
支
え

合
う
と
い
う
仕
組
み
づ

く
り
が
急
務
で
あ
る
。

そ
の
仕
組
み
づ
く
り
の

中
心
に
は
あ
っ
た
か
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
置

い
て
い
る
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
あ
た
り
、

各
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
各
種
活
動
で
支
え

て
頂
い
て
い
る
こ
と
を

大
き
な
資
源
と
し
て
と
ら
え
、

そ
れ
ら
を
包
括
的
に
、
横
の

つ
な
が
り
を
持
た
せ
な
が
ら
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
自
分

の
地
域
が
ど
う
あ
る
べ
き
か

を
考
え
ら
れ
る
機
会
を
持
て

る
よ
う
、
時
間
は
か
か
る
が
、

各
地
域
で
理
念
の
共
有
等
の

作
業
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
役

場
内
で
の
共
有
が
で
き
、
地

域
に
対
し
て
細
か
な
説
明
が

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　

  

健
康
な
暮
ら
し
は
、
子
ど

も
、
若
者
、
高
齢
者
、
す
べ
て

に
お
い
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
食
生
活
か
ら
と
考
え
る
。

長
年
、
わ
が
町
の
生
活
を
支

え
て
く
れ
た
量
販
店
が
閉
店

し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
る
住

民
の
生
活
の
変
化
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る

か
問
う
。

　

 
 

西
村 
企
画
調
整
室
長

　

５
月
末
を
も
っ
て
閉
店
さ

れ
た
量
販
店
を
利
用
さ
れ
て

い
た
方
は
大
変
多
く
、
食
生

活
を
は
じ
め
、
日
常
生
活
へ

の
影
響
は
大
き
な
も
の
だ
と

と
ら
え
て
い
る
。
現
在
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
等
へ
の
影

響
は
、
健
康
福
祉
課
を
中
心

に
把
握
に
努
め
て
い
る
。
他

団
体
や
、
区
長
、
民
生
委
員
の

皆
様
か
ら
の
情
報
も
い
た
だ

き
な
が
ら
、
時
間
的
経
過
と

と
も
に
出
て
く
る
影
響
も
含

　
め
て
把
握
し
た
い
。

　

ま
た
買
い
物
等
の
利
用
者

以
外
で
も
、
量
販
店
に
卸
し
、

ま
た
は
仕
入
れ
の
業
者
、
従

業
員
の
皆
様
に
も
影
響
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
産

業
関
連
で
も
影
響
を
調
べ
、

状
況
に
よ
っ
て
は
対
応
等
も

検
討
し
て
い
く
。

　

  

近
年
、
高
齢
者
に
よ
る
交

通
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
が
絶
え

な
い
が
、
わ
が
町
の
交
通
事

故
軽
減
対
策
を
問
う
。

　

 
 

德
廣 
情
報
防
災
課
長

　

保
育
所
、
小
学
校
で
は
、
交

通
安
全
教
室
を
実
施
。
事
故

　
発
生
の
危
険
性
の
あ
る
場
所

に
つ
い
て
は
、
現
地
確
認
後
、

警
察
署
、
交
通
安
全
協
会
、
国

土
交
通
省
と
協
議
し
な
が
ら
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
、
道
路

標
識
等
の
整
備
を
行
っ
て
い

る
。

　

 
 

青
木 

地
域
住
民
課
長

　

地
区
サ
ロ
ン
開
催
時
に
、

役
場
担
当
者
に
よ
る
運
転
免

許
証
返
納
支
援
制
度
の
説
明

や
、
交
通
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
よ
る
認
知
機
能
の
検
査

や
、
反
射
神
経
の
測
定
を
町

内
全
域
で
実
施
し
て
い
る
。

昨
年
度
の
実
績
は
、
30

地
区

で
４
１
８
名
と
な
っ
て
い
る
。

答

答

答

答

問

問

問

量
販
店
閉
店

交
通
事
故
対
策
は

状
況
調
査
し

　

対
応
を
検
討

安心安全生活

濱村 美香 議員
はまむら み　か

黒
潮
町
版
シ
ス
テ
ム 
進
捗
は

ま
ず
は
全
庁
的
に
理
念
共
有
を

地域包括ケア

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
健
康
づ
く
り

（
下
田
の
口
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
て
）

12 2019.8.1



こ
せ
ん
き
ょ
う

渡るのが大変な新しい国道

　

  

国
道
56
号
大
方
改
良
が

開
通
し
た
。
車
の
利
用
者
に

と
っ
て
は
大
変
便
利
に
な
っ

た
が
、
こ
の
道
路
は
旧
国
道

や
生
活
道
路
と
数
ヵ
所
交
差

を
し
て
い
る
独
特
の
路
線
に

安
全
性
の
問
題
が
残
る
。
毎

日
の
暮
ら
し
に
新
国
道
を
横

断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
住
民
、
特
に
高
齢
者
に

と
っ
て
は
危
険
と
隣
り
合
わ

せ
の
日
常
に
な
っ
た
。

　

郵
便
局
へ
通
じ
る
交
差
点
、

鉄
道
の
跨
線
橋
へ
通
じ
る
交

差
点
、
豚
太
郎
大
方
店
西
側

の
十
字
路
に
信
号
機
設
置
は

　
出
来
な
い
か
。

　

ま
た
、
旧
役
場
か
ら
出
て

き
た
交
差
点
か
ら
早
咲
旧
国

道
と
の
交
差
点
ま
で
を
40
キ

ロ
の
速
度
制
限
に
し
て
欲
し

い
等
々
、
住
民
か
ら
声
が
あ

る
が
、
ど
う
か
。

　

 
 

金
子 
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

開
通
し
た
国
道
に
つ
い
て
、

住
民
か
ら
は
車
の
ス
ピ
ー
ド

が
速
い
、
道
幅
が
広
い
、
認
視

が
悪
い
等
の
要
望
が
あ
る
。

　

町
と
し
て
も
、
質
問
に
あ

っ
た
場
所
等
は
信
号
機
の
追

加
を
中
村
警
察
署
に
要
望
し

て
い
る
。
そ
の
後
警
察
署
か

ら
、
開
通
後
の
交
通
量
等
を

考
慮
し
、
再
度
検
討
を
し
た

い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

速
度
規
制
に
つ
い
て
は
庁

舎
内
で
検
討
を
し
、
国
土
交

通
省
や
、
警
察
署
と
も
協
議

を
し
て
い
き
た
い
。

　

  

高
齢
化
が
進
む
町
内
で

は
ゴ
ミ
出
し
が
困
難
な
方
が

増
え
続
け
、
年
々
深
刻
に
な

っ
て
い
る
。
議
会
で
３
年
前

か
ら
取
り
上
げ
て
き
た
が
、

そ
の
後
進
展
は
あ
る
か
。

　

地
域
で
の
助
け
合
い
も
大

事
な
取
り
組
み
だ
が
、
そ
れ

ら
へ
の
支
援
は
あ
る
か
。

　　

 
 

尾
﨑 
税
務
・
住
民
課
長

　

ゴ
ミ
出
し
問
題
は
、
自
助
、

共
助
、
公
助
の
組
み
合
わ
せ

を
し
な
が
ら
、
地
域
と
共
に

支
援
施
策
を
実
施
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
認
識
し
て

い
る
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
増
設
や
補
強
に
補
助
を
出

し
、
昨
年
３
地
区
が
取
り
組

ん
だ
。
更
に
今
年
２
地
区
か

ら
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
今

年
度
か
ら
補
助
額
を
限
度
額

５
万
円
か
ら
15

万
円
に
引
き

上
げ
て
対
応
し
て
い
く
。

　

ま
た
共
助
の
取
り
組
み
と

し
て
、
地
域
の
組
織
や
部
落

の
役
員
等
が
ゴ
ミ
収
集
を
し

て
い
た
だ
け
る
場
合
、
資
材

や
リ
ヤ
カ
ー
等
の
費
用
を
支

援
し
て
い
き
た
い
。

　

  

昨
年
７
月
に
健
康
増
進

法
が
改
正
さ
れ
、
望
ま
な
い

受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め

の
取
り
組
み
が
「
マ
ナ
ー
か

ら
ル
ー
ル
へ
」
と
変
わ
っ
た
。

受
動
喫
煙
に
よ
る
害
に
つ
い

て
は
か
な
り
浸
透
し
て
き
た

が
、
ま
だ
不
十
分
だ
と
思
う
。

特
に
子
ど
も
た
ち
に
及
ぼ
す

害
は
大
き
く
、
こ
れ
を
機
会

に
町
と
し
て
も
啓
発
に
力
を

入
れ
て
欲
し
い
。

　

ま
た
学
校
、
保
育
所
や
役

場
庁
舎
で
の
敷
地
内
原
則
禁

煙
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
な
対
応
に
な
る
か
。

　　

 
 

畦
地 
教
育
長

　

法
改
正
に
伴
い
、
今
年
４

月
１
日
か
ら
町
内
の
全
小
中

学
校
や
保
育
所
で
は
、
喫
煙

場
所
が
あ
る
な
し
に
か
か
わ

ら
ず
、
敷
地
内
で
の
喫
煙
は

禁
止
と
し
て
い
る
。

　

 
 

宮
川 

総
務
課
長

　

本
庁
舎
の
場
合
は
、
庁
舎

敷
地
内
の
一
番
西
側
で
、
隣

接
に
建
物
な
ど
も
な
く
、
ま

　

た
来
客
者
な
ど
の
往
来
の
少

な
い
場
所
に
、
喫
煙
ル
ー
ム

を
設
置
し
て
い
る
。
厳
密
な

意
味
で
法
の
内
容
を
満
た
し

て
い
る
か
判
断
が
難
し
い
が
、

今
後
と
も
法
の
規
定
を
重
視

す
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

答

答

答

答

問

問

問

マ
ナ
ー
か
ら

　

ル
ー
ル
へ

保
育
所 

小
中
学
校

　

全
面
禁
煙

受動喫煙

ゴ
ミ
出
し
困
難
者

　
　
　

へ
支
援
を

補
助
金
増
や
し

　

資
材
も
支
援

住民生活

宮地 葉子 議員
みや ぢ ようこ

新
た
に
信
号
機 
設
置
を

  
交
通
量
等
を
考
慮
し
再
検
討

新国道開通
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入野小学校西側の海抜約17ｍの高台に整備された

城山団地（中段部左側）を新庁舎駐車場から望む。

右側は今年3月下旬に開通した国道56号「大方改良」

狭隘な区間が残る県道岡本大方線（337号）

矢野 依伸 議員
や　の よりのぶ

　

  

中
山
間
地
域
の
少
子
高

齢
化
が
一
段
と
進
ん
で
い
る

現
状
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。
ま
た
、
中
山
間
地
域

の
集
落
維
持
・
活
性
化
に
は

道
路
整
備
は
重
要
と
考
え
る

が
、
こ
の
地
域
に
通
じ
る
主

要
幹
線
道
の
整
備
状
況
、
取

り
組
み
は
ど
う
か
。

　  

西
村 

企
画
調
整
室
長

　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総

合
戦
略
に
基
づ
き
、
集
落
活

動
セ
ン
タ
ー
や
あ
っ
た
か
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
公
共
交

通
網
の
整
備
等
を
進
め
て
い

　

る
が
、
更
な
る
対
策
の
た
め

に
中
山
間
地
域
に
入
り
、
地

域
の
声
を
聞
く
場
を
持
ち
た

い
。

　  
金
子 
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

中
山
間
地
域
も
含
め
道
路

整
備
の
重
要
性
は
認
識
し
て

お
り
、
町
道
は
例
年
10

か
ら

15

路
線
の
改
良
工
事
を
実
施

　

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
道
大
井
川
馬
荷

線
は
早
咲
か
ら
上
田
の
口
の

中
山
間
を
一
本
の
道
で
つ
な

ぐ
路
線
で
あ
る
た
め
、
よ
り

一
層
の
整
備
推
進
に
努
め
る
。

　

県
道
は
８
路
線
で
改
良
工

事
を
実
施
し
て
い
る
が
、
幡

多
土
木
事
務
所
へ
の
要
望
書

提
出
や
現
地
視
察
、
ま
た
、
県

議
会
に
も
計
画
的
整
備
の
要

望
を
行
っ
て
い
る
。

　

県
道
大
用
大
方
線
、
岡
本

大
方
線
は
見
通
し
の
悪
い
箇

所
や
狭
隘
な
区
間
が
残
っ
て

い
る
た
め
、
引
き
続
き
整
備

要
望
を
行
う
。

　

  

全
国
で
子
ど
も
た
ち
が

犠
牲
と
な
る
事
件
・
事
故
が

多
発
し
て
い
る
が
、
子
ど
も

た
ち
を
守
る
取
り
組
み
は
。

　  
藤
本 
教
育
次
長

　

保
育
所
、
学
校
施
設
の
防

犯
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
検
討

や
子
ど
も
見
守
り
カ
メ
ラ
の

増
設
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
と
、

学
校
内
の
安
全
教
育
と
、
行

政
と
地
域
の
見
守
り
活
動
な

ど
の
ソ
フ
ト
面
の
両
面
が
必

要
と
考
え
る
。
登
下
校
時
に

は
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
職
員
、

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

に
よ
る
見
守
り
活
動
に
加
え
、

学
校
支
援
地
域
本
部
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
、
ま
た
、
見
守
り
隊

な
ど
の
組
織
が
あ
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
独
自
の
取
り
組
み
で
、

全
て
が
十
分
な
活
動
と
は
言

え
な
い
。
町
全
体
で
子
ど
も

を
見
守
る
組
織
づ
く
り
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

　

  

錦
野
団
地
や
王
迎
団
地

等
は
、
近
年
家
が
建
ち
、
ほ
ぼ

空
き
地
が
な
い
状
況
に
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の
た
め
町
外
に
宅
地
を

求
め
転
出
し
て
行
く
例
も
あ

る
と
聞
く
が
、
小
規
模
住
宅

団
地
な
ど
の
整
備
を
進
め
て

い
く
考
え
は
な
い
か
。 　  

金
子 

ま
ち
づ
く
り
課
長

　

町
内
に
建
築
可
能
な
宅
地

が
存
在
す
る
場
合
、
町
外
へ

の
人
口
流
出
を
防
ぐ
可
能
性

は
あ
る
が
、
流
出
抑
制
の
た

め
の
住
宅
地
整
備
計
画
は
持

っ
て
い
な
い
。

　

整
備
の
必
要
性
は
感
じ
て

い
る
が
、
喫
緊
の
課
題
と
し

て
公
営
住
宅
の
耐
震
化
を
優

先
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

︻
そ
の
他
の
質
問
︼

・
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
結
果
に
つ
い
て

答

答

答

答

活
性
化
に
道
路
整
備
重
要
で
は

  

一
層
の
整
備
推
進
に
努
め
る

中山間対策問

問

問

宅
地
整
備
の

　
　

必
要
性
は

公
営
住
宅
の

耐
震
化
を
優
先

人口対策

子
ど
も
を
守
る

　
　 

取
組
み
は

町
全
体
で
見
守
る

組
織
が
必
要

安全対策

き
ょ
う
あ
い
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ブリ大漁　鈴共同大敷組合

　

  

漁
業
再
生
の
た
め
、
約
70

年
ぶ
り
に
漁
業
権
制
度
等
の

見
直
し
が
さ
れ
た
。

　

漁
場
利
用
を
し
て
い
な
い

漁
場
で
は
、
地
域
内
外
か
ら

新
規
参
入
を
含
め
た
利
用
が

可
能
と
な
っ
た
が
、
こ
の
対

策
は
と
ら
れ
て
い
る
か
。

ま
た
、
高
知
県
は
上
ノ
加
江
・

矢
井
賀
・
興
津
沖
の
３
カ
所

で
の
企
業
参
入
等
に
よ
る
定

置
網
漁
の
再
開
を
呼
び
か
け

て
い
る
が
、
鈴
・
灘
・
伊
田
地

区
定
置
網
漁
へ
の
影
響
は
な

い
か
。

　  
今
西 
海
洋
森
林
課
長

　

水
産
庁
と
高
知
県
で
は
７

月
の
施
行
に
向
け
た
準
備
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
県
の
所

管
業
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
漁

業
権
の
免
許
、
特
に
地
域
内

外
か
ら
の
参
入
に
つ
い
て
は
、

町
内
の
漁
業
者
が
安
心
し
て

漁
業
が
営
め
る
よ
う
に
、
高

知
県
・
高
知
県
漁
協
・
関
係

漁
業
者
に
働
き
か
け
支
障
が

な
い
よ
う
に
努
め
る
。

　

町
内
の
定
置
網
事
業
は
、

地
域
の
水
産
業
の
活
性
化
と

雇
用
を
含
め
地
域
貢
献
に
寄

与
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で

海
域
で
の
漁
獲
物
の
デ
ー
タ

ー
が
な
い
こ
と
か
ら
、
影
響

の
範
囲
は
全
く
解
ら
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。

　

今
後
は
高
知
県
漁
協
・
各

定
置
網
組
合
と
情
報
共
有
を

図
り
な
が
ら
対
応
策
に
取
り

組
む
。

　　

  

当
町
は
、
長
年
に
わ
た
り

外
国
人
技
能
実
習
生
を
受
け

入
れ
、
現
在
１
４
８
人
が
滞

在
し
、
産
業
界
へ
の
貢
献
度

は
年
々
増
し
て
い
る
。

　

４
月
か
ら
施
行
の
外
国
人

労
働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
改

正
法
に
よ
る
と
、
在
留
期
間

延
長
に
よ
る
技
能
実
習
生
か

ら
労
働
者
へ
の
移
行
も
可
能

と
な
っ
た
が
、
課
題
も
あ
る
。

　

事
業
者
や
技
能
実
習
生
に

寄
り
添
う
た
め
に
総
合
的
窓

口
を
設
置
し
て
、
主
体
性
の

あ
る
支
援
は
で
き
な
い
か
。

　  

今
西 

海
洋
森
林
課
長

　

今
後
、
技
能
実
習
期
間
を

良
好
に
終
了
し
た
者
は
、
条

件
や
基
準
は
あ
る
が
、
特
定

技
能
生
へ
の
移
行
が
可
能
と

な
り
、
在
留
期
間
も
通
算
５

年
ま
で
認
め
ら
れ
る
。

　

こ
れ
か
ら
は
情
報
を
正
確

に
把
握
す
る
た
め
に
、
新
設

さ
れ
た
高
知
県
外
国
人
相
談

セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
や
機
能

の
強
化
を
図
り
、
こ
の
制
度

に
つ
い
て
関
係
職
員
間
で
学

習
会
を
重
ね
る
こ
と
で
、
総

合
的
に
役
割
分
担
を
組
織
内

で
議
論
し
て
い
き
た
い
。

答

答

答

問

問

問

中島 一郎 議員
なかじま いちろう

漁業権制度の見直しは

  漁協・漁業者との協議対応

水産業振興

外
国
人
技
能

実
習
生
の
対
策
は

主
体
性
持
っ
て

　

取
り
組
む

国際貢献

公
設
宿
泊
施
設
の

計
画
は

白
紙
に
し 

予
算

  

再
計
上
し
な
い

観光基本構想

　

　

  

黒
潮
町
観
光
基
本
構
想

が
約
５
０
０
万
円
の
委
託
費

で
製
作
さ
れ
、
幅
広
い
分
析

が
さ
れ
て
い
る
。

　

要
約
す
る
と
、
ス
ポ
ー
ツ
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
で
大
幅
に

増
加
し
た
宿
泊
者
が
近
隣
市

町
村
に
流
出
し
て
い
る
こ
と

へ
の
対
応
と
し
て
、
公
設
の

宿
泊
施
設
を
建
設
し
、
更
な

る
誘
致
を
促
進
し
て
地
域
経

済
の
活
性
化
に
結
び
付
け
る

計
画
と
な
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
町
内
の
旅
館
業

等
を
営
む
方
に
充
分
な
説
明

が
で
き
て
お
ら
ず
、
理
解
を

得
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
に
令
和
元
年
度
当

初
の
予
算
が
削
除
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
の
動
き
は
。

　  

大
西 

町
長

　

新
宿
泊
施
設
の
予
算
計
上

を
含
め
た
一
連
の
流
れ
に
つ

い
て
は
、
拙
速
な
点
が
あ
り

大
い
に
反
省
す
べ
き
と
こ
ろ

で
あ
る
。
そ
の
た
め
こ
の
計

画
は
白
紙
に
し
、
再
度
の
予

算
計
上
は
し
な
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
業
務
執
行
の
あ
り
方
に
つ

い
て

せ
っ
そ
く
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佐賀インター予定地

山﨑 正男 議員
やまさき まさ お

　

  

高
規
格
道
路
は
拳
ノ
川

ま
で
完
成
し
、
早
期
に
佐
賀

ま
で
の
完
成
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
幡
多
の
玄
関
口
と
し

て
、
よ
り
強
く
国
交
省
に
働

き
か
け
て
ほ
し
い
が
、
現
状

と
今
後
の
見
込
み
を
問
う
。

　

ま
た
、
こ
の
関
連
工
事
で

地
元
の
環
境
整
備
も
取
り
上

げ
て
ほ
し
い
。
地
域
要
望
は

国
交
省
に
届
い
て
い
る
か
。

　  

森
田 

建
設
課
長

　

現
在
、
用
地
買
収
中
の
箇

所
も
あ
り
、
完
成
に
向
け
、
円

滑
な
事
業
実
施
環
境
が
整
っ

　

た
段
階
で
確
定
を
す
る
と
中

村
河
川
国
道
事
務
所
よ
り
聞

い
て
い
る
。

　

現
状
は
、
佐
賀
工
区
に
よ

り
工
事
用
道
路
や
橋
梁
工
事

等
を
施
工
中
で
ト
ン
ネ
ル
工

事
も
発
注
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。
今
後
、
四
国
横
断
自
動
車

道
高
知
県
建
設
促
進
期
成
会

並
び
に
近
隣
市
町
村
と
共
に

さ
ら
に
連
携
を
図
り
、
国
土

交
通
省
を
は
じ
め
関
係
機
関

に
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
早
期
完
成
に
向
け
強
く

要
望
を
し
て
い
く
。

　

佐
賀
工
区
は
５
地
区
が
周

辺
整
備
事
業
の
対
象
地
区
で

あ
り
、
今
後
も
、
高
規
格
道
路

の
整
備
促
進
を
図
る
た
め
、

関
係
地
区
か
ら
要
望
が
あ
る

事
業
は
高
知
県
並
び
に
国
交

省
中
村
河
川
国
道
事
務
所
と

十
分
調
整
の
う
え
、
周
辺
整

備
事
業
な
ど
を
積
極
的
に
活

用
し
進
め
て
い
く
。

　

  

漁
業
を
営
む
方
は
長
年

漁
獲
を
糧
に
生
活
を
さ
れ
頑

張
っ
て
い
る
。
長
く
使
い
込

ん
だ
船
舶
の
廃
船
に
町
の
補

助
は
出
来
な
い
か
問
う
。

　  
今
西 
海
洋
林
業
課
長

　

町
と
し
て
は
、
こ
う
し
た

船
の
再
利
用
、
後
継
者
の
育

成
を
図
り
漁
船
の
再
活
用
を

優
先
的
に
考
え
て
い
く
が
、

漁
船
の
廃
船
の
支
援
策
に
つ

い
て
現
状
で
は
漁
協
な
ど
の

関
係
者
と
協
議
し
、
漁
民
の

声
が
反
映
で
き
る
よ
う
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

　

  

避
難
場
所
に
屋
根
付
き

建
物
設
置
が
出
来
な
い
か
。

　

簡
易
ト
イ
レ
も
考
え
て
い

る
か
。

　

佐
賀
の
東
公
園
に
も
屋
根

付
き
建
物
は
出
来
な
い
か
。

　

城
山
と
願
成
寺
の
山
に
橋

が
出
来
な
い
か
。

　

出
口
地
区
の
橋
は
地
震
で

大
丈
夫
か
。
避
難
に
支
障
は

な
い
か
。

　  

徳
廣 

防
災
課
長

　

屋
根
付
き
建
物
の
設
置
と

な
る
と
建
築
基
準
法
な
ど
の

制
約
も
あ
り
、
設
置
困
難
な

場
所
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
一
次

的
な
避
難
場
所
で
の
過
ご
し

方
は
、
地
区
と
の
協
議
の
う

え
、
避
難
場
所
の
環
境
等
に

つ
い
て
計
画
的
に
提
示
し
て

い
き
た
い
。

　

災
害
用
ト
イ
レ
の
必
要
性

は
感
じ
て
い
る
。
避
難
場
所

に
ト
イ
レ
を
設
置
し
た
場
所

に
は
、
個
別
に
一
人
が
入
れ

る
テ
ン
ト
も
常
備
、
併
設
し

て
い
る
。

　

公
園
区
域
内
で
の
屋
根
付

き
の
建
物
は
、
地
震
津
波
対

策
を
主
要
目
的
と
し
た
建
物

の
設
置
は
で
き
な
い
。

　

避
難
後
に
対
応
す
る
整
備

と
な
り
、
緊
急
度
、
優
先
度
、

費
用
の
面
か
ら
橋
梁
の
設
置

は
現
状
で
は
困
難
と
考
え
る
。

　  

金
子 

ま
ち
づ
く
り
課
長

　

橋
梁
の
修
繕
は
長
寿
命
化

修
繕
計
画
に
沿
っ
て
順
次
工

事
を
行
っ
て
い
く
。

　

松
の
下
橋
は
、
令
和
４
年

か
ら
令
和
５
年
に
か
け
て
、

　

設
計
、
工
事
を
行
う
予
定
。
落

橋
防
止
に
つ
い
て
は
、
設
計

時
に
検
討
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。
残
り
の
２
橋
に
つ
い

て
は
、
修
繕
等
の
計
画
は
出

来
て
な
い
の
が
現
状
だ
。

答

答

答

答

佐
賀
ま
で
の
完
成
予
定
は

  
事
業
実
施
環
境
が
整
い
確
定

高規格道延伸問

問問

廃
船
補
助
は

　

出
来
な
い
か

今
後
検
討
す
る

漁業者対策

避
難
場
所
に

　

屋
根
付
建
物
を

ほ
と
ん
ど
が

　

設
置
困
難

津波対策



常任委員会 新体制でスタート常任委員会 新体制でスタート

総務教育常任委員会

所掌概要：総務課、情報防災課、税務課、出納

室、監査委員、選挙管理委員会、教育委員会

等に関する事項

所掌概要：黒潮町議会だよりの編集及び発行

所掌概要：産業振興課、海洋森林課、建設課、

まちづくり課、産業推進室、農業委員会、住民

課、健康福祉課等に関する事項

【任期：令和元年5月8日〜令和3年4月30日／委員会条例第3条の規定による】

各常任委員会の紹介です。

【◎委員長　○副委員長】

矢野依伸　池内弘道　中島一郎　吉尾昌樹

○山﨑正男　◎宮川德光　小永正裕

産業建設厚生常任委員会

宮地葉子　山本久夫　濱村美香

矢野昭三　◎澳本哲也　○浅野修一議会広報常任委員会

宮川德光　澳本哲也　中島一郎

○宮地葉子　◎浅野修一　濱村美香　

　これから2年間、住民の代

弁者として頑張りますので、

お気軽に声をかけて下さい。
（委員一同）
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当
日
は
朝
か
ら
雷
雨
に
見
舞
わ
れ
、
一
時
は
ど
う
な
る
事
か
と
思
わ

れ
ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
や
、
準
備
に
余
念
が
な
い
職
員

の
皆
さ
ん
の
気
持
ち
が
通
じ
た
の
か
、
少
し
ず
つ
小
降
り
に
な
り
、
大

勢
の
お
客
さ
ん
で
、
に
ぎ
や
か
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

　あったかふれあいセンターに

しきの広場には、いつも大勢のみ

なさんが集まって、レクリエーシ

ョンや楽しい会話でにぎやかだ

そうです。

　お時間のある方はぜひいらし

てください。

あったかスタッフの皆さん

大方生華園による鉢花やグァバジュース
等の販売もありました（上）

いよいよ記念式典も終盤。
しめはやっぱり、お餅投げ「おんちゃん、こっち！」の可愛い声がひびく。

錦野婦人部三人娘さんが朝早くからチラシ
寿司づくりをしてくれました（上と下）

美味しいもので
イッパイの当日のお店
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徳
仁
天
皇
御
即
位
に
伴
い
、
元

号
が
令
和
と
な
り
、
様
々
な
場
面

で
新
し
い
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ

ま
し
た
。

　

黒
潮
町
は
佐
賀
・
大
方
両
町

の
合
併
後
10
年
余
り
が
過
ぎ
、
そ

の
間
に
は
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
避
難
道
、

避
難
タ
ワ
ー
、
新
庁
舎
建
設
な
ど

の
防
災
対
策
が
進
み
、
ま
た
、
念

願
の
片
坂
バ
イ
パ
ス
や
新
国
道

56
号
も
開
通
し
ま
し
た
。

　

黒
潮
町
議
会
で
も
４
名
が
入

れ
替
り
、
新
体
制
で
の
船
出
と
な

り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
広
報
委
員
会
も
新
メ

ン
バ
ー
６
名
で
、
住
民
と
行
政
を

つ
な
ぐ
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
広

報
誌
を
目
指
し
ま
す
。

︵
浅
野
修
一
︶

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

委

員

長
　

浅
　

野
　

修
　

一

　

副
委
員
長
　

宮
　

地
　

葉
　

子

　

委
　
　

員
　

澳
　

本
　

哲
　

也

　
　

同
　

　

中
　

島
　

一
　

郎

　
　

同
　

　

濱
　

村
　

美
　

香

　
　

同
　

　

宮
　

川
　

德
　

光

編

集

後

記

黒潮町 議会だより・議事録は、黒潮町ホームページよりご覧になれます。

http://www.town.kuroshio.lg.jp/→黒潮町の紹介→議会→議会だより→バックナンバー

■発行人　高知県黒潮町議会

■編　集　黒潮町議会広報常任委員会

■住　所　高知県幡多郡黒潮町入野 5893 TEL(0880)43-2111(代)・(0880)43-2831(直)

■発行日　令和元年8月1日

■事業の目的と概要

　近年、地域で消えつつある無形の伝統と文化を、積極的に保存・継承し、地域資源として活用するこ

とが求められており、各地域において行われている（行われていた）祭りや踊り、年中行事などをビデ

オカメラで撮影し、映像として記録保存することで永年受け継がれてきた伝統文化を次の世代へと

確実に引き継ぐことを目的とします。

　これまで収録した映像は1地区あたり20〜30分に編集しており、黒潮町ホームページで観ること

ができます。また、毎年２〜４地区の取材、収録を予定しています。

■黒潮町におけるアーカイブ対象伝統文化素材（無形）

【祭り・踊り】【俚謡】【子どもたち遊び】【料理】【風景】【年中行事】【生涯儀礼】

【民間信仰】【その他】

■実施地区

　Ｈ28年度�熊井、田野浦　　　　　Ｈ29年度�鈴、伊与喜、浜町、蜷川

　Ｈ30年度�入野本村、大方橘川　　Ｒ元年度�万行、馬荷　　Ｒ02年度　　未定

地域の伝
統文化などを紹介します！

　

黒
潮
町
教
育
委
員
会
で
は
町

内
の
伝
統
文
化
等
を
次
世
代
に

継
承
す
る
べ
く
、
ア
ー
カ
イ
ブ

（※

）
事
業
と
し
て
平
成
28

年
度

よ
り
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
に
は
今
も
、
様
々
な

祭
り
や
行
事
と
い
っ
た
こ
と
が

引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
に
少
し
ず
つ
違
っ
た
形

で
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
町

内
に
居
て
も
〝
知
ら
ず
じ
ま
い
〞

と
い
っ
た
こ
と
も
多
々
あ
る
の

で
は
と
思
わ
れ
、「
議
会
だ
よ

り
」
で
紹
介
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

み

な

さ

ん

の

地

域

に

も

〝
眠
っ
た
お
宝
〞
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ご
一
報
願
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

９
月
の
「
議
会
だ
よ
り
」
か
ら

始
め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

お
楽
し
み
に
。

※

ア
ー
カ
イ
ブ
と
は
、
重
要
記

録
を
保
存
・
活
用
し
、
未
来
に
伝

達
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

黒潮町教育委員会■アーカイブ事業


